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ネガティブなイメージを抱きがちな“生産性向上”や
“業務改善”を目標にむかって前向きに継続して分かり
やすく活動できるようにするプログラム。

両ガイドラインに
則ってプログラム
を進行しますので
各種補助金申請
要件に合致します



1
準

備

◎モチベーションの向上
・「なぜ取り組まなければならないのか」
・「取り組む意義」
・「取り組むとどうなるのか」

2
目

的

◎目指す目的を明確にします
・「共通の目的はなにか」
・「目的達成に必要な項目は」
・「達成するために何をするか」

3
実

践
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■ の特徴
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■ の特徴

まずは意識づけ、取組む目的など
取り組むための“下地”をつくります。



1st STEP

スマイルポイントを集める

2nd STEP

羅針盤を作る

3rd STEP

mustリストを作る

4th STEP

mustを実行する
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■ の手順

P

D
C
A

手 順

１
改善活動の準備をしよう

手 順

0
・必要性と目的を理解しよう
・自分達の“強み”を知ろう

手 順

２
現場の課題を見える化しよう

手 順

３
実行計画を立てよう

【生産性向上ガイドライン上の手順】

手 順

４
改善活動に取り組もう

手 順

５
改善活動を振り返ろう

手 順

6
実行計画を練り直そう



1st STEP スマイルポイントを集める

目 的
・生産性向上を行う必要性や背景を理解する
・事業所、チームの“強みや良さ”を整理、共有する

内 容

・事業所内勉強会の開催
・ワークショップ（良さの収集）の開催

効 果
・生産性向上（業務改善）について前向きになる
・新たな“良さ”も知り、ネガティブな意見が少なくなる

■ の手順
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■ の手順

2nd STEP 羅針盤を作る

目 的 ・最終目標と目標達成に必要な要素を明確にする

内 容

・管理シートの作成

効 果
・目標達成に必要な要素を関係性で把握できる
・取組む課題が見えてくる
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■ の手順

3rd STEP mustリストを作る

目 的 ・要素ごとに「達成すべき課題」を整理する

内 容

・リストを作成する

効 果 ・課題作成に“ブレ”がない
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■ の手順

4th STEP mustを実行する

目 的 ・要素とmustリストから計画を作成し実行する

内 容

・計画の作成と計画にそった実行

・完了した結果に基づき、新たにmustリストを作成する

※以降はこの流れの繰り返しで目標に近づいていく

効 果 ・結果が見えるので新たなチャレンジもしやすい
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■ の構成

最終目的

最終目的を達成するために必要な要素
（8要素）

必要な要素（8要素）を達成するために必要な取組み項目
（64項目）

必要な取組み項目からみえる問題点
（？？？項目）

3rd STEP mustリスト

2nd STEP

羅針盤
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■ を企画するあたって・・・

の企画にあたっては以下を意識しました。

・ 生産性向上や業務改善にマイナス印象をもたないようにする

・ 事業所の良さに気づいてもらう

・ 継続的に取り組むために目標や必要な要素を明確にする

もっと具体的に・・・という方はお気軽にお問合せ下さい
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